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≪ＬＤ円形光束コリメータ≫ 
―可視～近赤外領域までご指定波長に応じて最適設計可能なＬＤコリメート光学系です― 

ＬＤ素子発光（異なる縦横発散角）光束を円形にコリメートしたい、というお客様の声から生まれた 

＜ＬＤ円形光束コリメータ:ＬＤＣ-8＞ 

通常、ＬＤ素子からの光束をコリメートすると、 

ＬＤ素子発光部の角度特性（縦横方向の発散角が異

なる）により、光束は「楕円」になってしまいます。  

本光学系は、そうした光束を「より円形に近付け

る」ために開発されたものです。標準品では「ＬＤ発

光光束の縦発散全角（約 60°）、横発散全角（約

19°）の光束」を想定しています。ご希望があればそ

の他の「縦横発散角比光束」にも対応可能ですのでお

問い合わせください。 

また、ＬＤ発光部とレンズ端面までの距離（作動距離）は「４mm」程度を確保しています。そして、

光学系取付け部は、標準でソーラボジャパン社の「SM1」メネジとなっていますが、ご希望に応じて種々

の取付け形状に変更することも可能です。 

左図は「近赤外領域（650nm～1050nm）の波長域に特化した特別な

ＡＲ(減反射)コートの分光反射率を示しています。これ以外の減反射

コートにも対応可能ですので、お問い合わせください。 

また、下図は本光学系の外観図で、近赤外波長領域での作動距離

（設計値）を示しています。 


